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京
都
大
学
の
活
動
報
告

カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
研
究
者
招
へ
い

日
本
に
お
け
る
人
と
自
然
の
関
わ
り

今
年
２
月
25
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
、
カ
メ
ル
ー

ン
共
和
国
よ
り
若
手
研
究
者
４
名
（
ヤ
ウ
ン
デ
第
一

大
学
大
学
院
生
２
名
、
ド
ゥ
ア
ラ
大
学
大
学
院
生
１

名
、
農
業
開
発
研
究
所
研
究
員
１
名
）
を
京
都
大
学

ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
招
へ
い
し
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
科
学

技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
と
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
連
携
と
支
援
に
よ
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
、
中
部
ア
フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー

ン
に
お
い
て
「
在
来
知
と
生
態
学
的
手
法
の
統
合
に

よ
る
革
新
的
な
森
林
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
共
創
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
：
コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
４
名
は
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
カ
メ
ル
ー
ン
東
部
州
の

熱
帯
雨
林
地
域
に
お
け
る
野
生
動
物
の
利
用
と
保
全
、

非
木
材
林
産
物
の
有
効
活
用
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
・
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
滞
在
中
は
、
人
び
と
の
暮
ら
し
と
自
然
の
関

わ
り
の
多
様
な
あ
り
方
に
つ
い
て
学
際
的
な
視
点
か

ら
学
び
、
今
後
の
熱
帯
生
物
資
源
の
利
用
と
保
全
を

展
望
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
し
た
。

一
行
は
２
月
25
日
夜
、
関
西
国
際
空
港
に
到
着
し
、

翌
朝
、
京
都
大
学
の
あ
る
京
都
市
へ
移
動
し
ま
し
た
。

長
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に
加
え
８
時
間
の
時
差
も
あ
り
、

相
当
疲
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
京
都
へ
の
移
動
後
、
休
む
こ
と
な
く
京
都
大
学

の
研
究
室
訪
問
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
、

雪
の
降
る
な
か
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
時
計
台
に
も

足
を
運
び
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
を
訪
問
・

見
学
し
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
ま
ず
、
琵
琶
湖
と
そ

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
人
び
と
の
暮
ら
し
や
琵
琶
湖

博
物
館
の
研
究
・
活
動
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
ま
し
た
。
展
示
室
で
は
、
琵
琶
湖
周
辺
に
お
け
る

カ
ワ
ウ
と
森
と
人
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ワ
ウ
の
個
体
数
が
増
加
し

て
い
る
状
況
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
森
林
地
域
で
野
生

動
物
の
減
少
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
状
況
と
は
対
照

的
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
針
江
地
域
に
つ
い
て
情
報
提
供
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
と
湖
西
線
を
乗
り
継
い
で
移
動
し

た
琵
琶
湖
北
西
部
の
針
江
地
域
で
は
、
琵
琶
湖
の
幸

を
取
り
入
れ
た
和
食
な
ど
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
針
江
の
伝
統
的
な
水
利
用
文
化
「
川

端
（
か
ば
た
）
」
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
解
説
は
英
語
で
行
わ
れ
、
現
在
も
川
端
を
利

用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
を
巡
り
な
が
ら
、
地
中
か
ら

水
が
湧
き
出
る
地
理
的
背
景
、
湧
き
水
を
水
槽
の
高

低
差
を
利
用
し
て
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
川
端

の
し
く
み
、
各
家
庭
の
川
端
か
ら
流
れ
出
る
水
の
水

質
を
保
つ
う
え
で
の
人
び
と
の
意
識
や
集
落
全
体
で

の
活
動
に
い
た
る
ま
で
、
地
域
が
維
持
し
て
き
た
川

端
の
実
践
と
琵
琶
湖
の
関
わ
り
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

針
江
か
ら
京
都
に
戻
っ
た
後
は
、
〝
京
の
台
所
〞

と
呼
ば
れ
る
錦
市
場
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
懐
石
近
又
』

の
建
物
を
見
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
伝
統
的
な

町
家
作
り
の
構
造
と
京
都
の
四
季
の
関
係
、
京
都
の

景
観
を
模
倣
し
た
坪
庭
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
、
四
季
折
々
の
自
然
を
生
活
の
な

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
408
回
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＝

四方	篝
（京都大学
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特任助教）
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か
に
取
り
入
れ
て
楽
し
む
、
京
都
な
ら
で
は
の
文
化

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

五
日
目
は
、
京
都
と
奈
良
の
県
境
、
木
津
川
市
に

あ
る
京
都
大
学
附
属
農
場
を
訪
問
し
、
蔬
菜
・
果
樹
、

イ
ネ
な
ど
の
栽
培
技
術
や
品
質
管
理
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
イ
チ

ゴ
や
ト
マ
ト
の
成
熟
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術

に
、
参
加
者
は
興
味
津
々
で
し
た
。
農
場
の
訪
問
後

は
、
奈
良
公
園
や
東
大
寺
を
訪
問
し
、
日
本
に
お
け

る
信
仰
と
自
然
の
関
わ
り
に
触
れ
ま
し
た
。

六
日
目
、
七
日
目
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
を

訪
問
し
、
京
都
大
学
に
お
け
る
熱
帯
生
物
資
源
に
関

わ
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
知
見
を
広
げ
ま
し
た
。
午

後
は
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

「
コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
参
加
者
４
名
は
自
身
の
研
究

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
メ
ン
バ
ー
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
パ
パ
・
サ

リ
オ
ウ
・
サ
ー
ル
さ
ん
（
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
大
石
高

典
さ
ん
（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
）
、
戸
田
美
佳

子
さ
ん
（
上
智
大
学
准
教
授
、
コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
交
え
た
質
疑
応
答
は
非
常
に
活
発
で
、
研

究
者
と
地
域
住
民
の
協
働
の
あ
り
方
等
、
参
加
者
の

今
後
の
研
究
に
お
い
て
有
益
な
助
言
を
得
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

七
日
間
と
い
う
短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
京

都
・
滋
賀
・
奈
良
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
参
加
者
は

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
自
然
の
関
わ
り
を
知
る
機
会
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
日
本
側
と
カ
メ
ル
ー
ン
側
の
メ
ン
バ
ー

間
で
の
交
流
を
、
よ
り
深
化
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

◉
今
後
の
展
望

参
加
者
４
名
が
来
日
し
た
の
は
２
月
末
で
、
サ
ク

ラ
の
花
を
見
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
植

物
生
態
学
が
専
門
の
学
生
は
、
サ
ク
ラ
の
生
態
や
サ

ク
ラ
を
愛
で
る
日
本
の
文
化
に
興
味
津
々
で
、
帰
国

後
も
数
日
お
き
に
サ
ク
ラ
の
開
花
状
況
を
報
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
咲
き
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
に

始
ま
り
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
エ

ザ
ク
ラ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ク
ラ
の
写
真
を
送
る
た

び
に
そ
の
美
し
さ
に
感
激
し
、
満
開
の
写
真
を
送
っ

た
と
き
に
は
「
こ
の
満
開
の

サ
ク
ラ
の
下
に
寝
転
が
っ
て

眺
め
て
み
た
い
！
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
の
帰
国
後
に
、
コ

メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日

本
側
研
究
者
が
カ
メ
ル
ー
ン

を
訪
問
し
た
際
に
は
、
日
本

滞
在
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
盛

り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
同

席
し
て
い
た
年
配
の
カ
メ
ル

ー
ン
人
研
究
者
に
日
本
で
の

研
修
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

て
、
参
加
し
た
学
生
た
ち
は

照
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う

に
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
は
、
今
後
の
連
携

強
化
の
よ
い
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

コ
メ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
本
年
７
月
に
終
了
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
の
一
部
は
、

今
年
度
よ
り
新
た
に
始
ま
っ

た
「Fashloks

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
地
域
知
と
科
学
と
の
対

話
に
よ
る
公
正
で
持
続
的
な

狩
猟
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
・
環
境

文
化
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」

の
活
動
に
着
手
し
て
お
り
、

今
後
の
共
同
研
究
の
進
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

京都大学附属農場を視察

京都の伝統的町家を見学

針江で「川端」を巡るツアー

滋賀県立琵琶湖博物館




